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●点 鐘  平井啓博 会長 

●ソ ン グ  「それでこそロータリー」 

●ビジター  国際ロータリー第 2710地区 グループ 11 ガバナー補佐 柳井 誠治 様 

        国際ロータリー第 2710地区 グループ 11 IM実行委員長 藤岡 一郎 様 

●プログラム  会員卓話 平前 有史 会員 テーマ「トライアスロンと私」 

 

●会長の時間 

 

皆さん、こんにちは。 

3 月 14 日の例会より、1 か月振りとなります一

心ビル例会場での例会開催となりました。なんだ

か久しぶりで、新鮮な気持ちでの例会開催です。 

この 1 か月は行事が盛り沢山で、沢山お話するこ

とがあるのですが、最後までお付き合いの程、よ

ろしくお願い致します。 

まず、3 月 14 日の例会では、畑会長エレクトに

よる「PETS 報告」がございました。次年度の RI

会長はスコットランドのゴードンＲ.マッキナリー

氏で「Create Hope in the World 世界に希望を生

み出そう」のテーマを掲げられています。2710 地

区のガバナーエレクトは広島南ロータリークラブ

所属の井内康輝氏で「平和の種をまこう！！～ロ

ータリアンに出来ること～」をガバナー信条とし

て取り組まれるとのことです。次年度畑会長、清

水幹事におかれましては、準備に大変忙しくされ

ていることと思います。会長幹事、二人三脚で、

手と手、脚と脚を携えながら、しっかりとご準備

を進めて頂ければと思います。 

続いて 3 月 25 日には、府中ロータリークラブ、

福山南ロータリークラブホストによる、インター

シティーミーティングが開催され、第一部の基調

講演では「人生 100 年時代に向けて健康寿命を延

ばそう」の演題のもと、講演とディスカッション

を拝聴致しました。また、第二部の事例報告では、

4 クラブの事例発表をお聞き致しました。当クラ

ブには「公共イメージ向上」について発表して頂

きたいとの打診を頂き、担当委員会である、クラ

ブ管理運営部門委員会 清水委員長に、我がクラ

ブの取り組みを発表して頂きました。懇親会の新

入会員紹介では、常岡さん、平前さん、萩原さん

にご登壇頂き、自己紹介をして頂きました。当日

は式典から懇親会終了まで、多数の会員の方にご

参加頂き、クラブを率いる会長として、有難い一

日となりました。残念ながら欠席された方々には、

詳細を週報にアップしていますので、ご覧いただ

けると幸いです。 

続いて 4 月 1 日には、ホテルいんのしまさんで 

「花見家族例会」を開催致しました。ご参加頂き

ました皆さんの人徳で、桜は満開、天気は快晴と

環境にも恵まれ、親睦活動委員会の皆さんの振る

舞いで、バーベキューを楽しむことが出来ました。 

とても和やかな雰囲気での設えで、会員の皆さん

の笑顔溢れる親睦の会となりました。天満委員長

不在でとてもご苦労をされたと思います。ご準備

頂きました親睦活動委員会の皆さん、誠にありが
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とうございました。  

続きまして 4 月 8 日には「アクティブシニア運

転講習ＩＮ赤坂」が開催され、福山西警察署、福

山西交通安全協会、備南自動車学校、福山市市民

生活課よりご協賛、ご協力頂きまして、地域から

8 名の方に講習を受けて頂く活動となりました。 

この度より東部運転免許センターでの実施となり、

よりブラッシュアップされた講習会となりました。 

閉講式では、ご参加された方々のご感想をお聞き

し、多数の感謝をお伝え頂きました。本事業は地

域の方々の役に立つ、改めて大切な取り組みであ

ると感じ、次年度以降も試行錯誤しながら取り組

んで頂けると幸いです。ご準備頂きました社会奉

仕委員会の皆さん、誠にありがとうございました。  

そして 4 月 14 日には「東京赤坂ロータリーク

ラブ・福山赤坂ロータリークラブ 姉妹縁組 10 周

年 記念合同例会」に東京の地へ訪問させて頂き

ました。品川屋形船 船清さんという、とても素

敵な屋形船で、東京湾のクルージング、東京赤坂

さんの会員の皆さんと親睦を深めることが出来ま

した。あっという間の 10 年間であり、今後も双方

向の親睦を深めるべく、交流を深めて参りましょ

う。次回開催は 15 周年、福山へお越し頂いての交

流となります。皆さん、どうぞよろしくお願い致

します。 

本日の例会前に理事会を開催致しましたので、

ご報告申し上げます。理事会での協議事項ですが、

プログラムの件、予算実行状況の件、本日皆さん

にもお配りしています次年度理事役員委員会構成

表の件、谷原秀人ジュニアクラシックの件、大会

出席補助の件について協議致しました。その中で

も「谷原秀人ジュニアクラシック」については、

次年度より関わり方を改善すべく、谷原秀人さん

のお母様、松永カントリークラブの井上様と、協

議を重ねて参りました。次年度以降は関わり方を

少し変更して、会員の皆さんの負担を減らし、ロ

ータリークラブらしい取り組みを進めて参ります。 

会員の皆さんには、次年度担当の方から改めてア

ナウンスがあると思います。続いてのご協力をよ

ろしくお願い致します。  

最後になりますが、4 月のロータリー月間は 

「母子の健康月間」となっております。世界では

5 歳未満で命を落とす子供が 590 万人いると推定

されています。その原因は、栄養失調、適切な医

療や衛生設備の欠如など、予防が可能な事柄ばか

りだそうです。一方日本における出産時の死亡率

は激変しており、世界最高水準で、安全に出産出

来る国となっているとのことです。その為、日本

における「母子の健康」に関する問題としては、

出産後の子育て環境、子供の貧困状態、乳幼児か

ら学童におよぶ虐待、不登校、引きこもりなどが

あげられます。フードバンクや、子ども食堂など

日本でもまだまだ取り組める活動があり、子供の

居場所づくりや心の健康が得られるような活動も

視野に入れる必要があるかもしれません。次年度

以降の参考になればと考え、ご紹介させて頂きま

す。 

少し長い会長挨拶となりましたが、最後までご

清聴頂きありがとうございました。本日も最後ま

で、どうぞよろしくお願い致します。 

 

●ビジターご挨拶 

 

国際ロータリー第 2710 地区 グループ 11 

ガバナー補佐 柳井 誠治 様 

 

国際ロータリー第 2710 地区 グループ 11 

IM 実行委員長 藤岡 一郎 様 



●食事の時間 

 

職業奉仕委員会「職業奉仕タイム」 

発 表：青少年奉仕委員会 佐々木 翔陽 さん 

テーマ：「私の職業奉仕」 

 

●幹事報告 

＜例会変更・休会のお知らせ＞ 

●福山ロータリークラブ 

≪休会≫ 

日時：5 月 1 日(月) 

理由：定款第 7 条第 1 節ｄ(1) 

日時：5 月 29 日(月) 

理由：定款第 7 条第 1 節ｄ(1) 

●福山丸之内ロータリークラブ 

≪休会≫ 

日時：5 月 1 日(月) 

理由：定款第 7 条第 1 節ｄ(1) 

日時：5 月 15 日(月) 

理由：定款第 7 条第 1 節ｄ(1) 

＜配布物＞ 

・ロータリーの友並びにガバナー月信 

・次年度理事役員委員会構成表 

＜回 覧＞ 

・ハイライト米山 

 

●出席報告 

本日出席率 72.91％ 

（出席者 35 名 欠席者 13 名 出席免除者 4 名） 

●委員会報告 

・東京赤坂 RC 姉妹縁組 10 周年合同記念例会に 

ついて 

・社会奉仕委員会 

（4/8 アクティブシニア運転講習 IN 赤坂の御礼） 

・次年度理事役員委員会構成表について 

（次年度会長・幹事） 

・クラブ管理運営委員会（R の友紹介） 

●スマイル BOX 

＜義務スマイル＞ 

創業創立記念日祝 

門田一治さん ㈲勉強堂 

1929 年 4 月 1 日 

徳永雅俊さん ㈲フォトランドトクナガ 

1962 年 4 月 1 日 

畑 弓子さん ㈱ライフナビ・アイ 

2015 年 4 月 10 日 

岡田直也さん ㈲厨房設備センター 

1980 年 4 月 17 日 

橋本慎吾さん ㈱ブリッジ 

2009 年 4 月 22 日 

瀬川貴夫さん 司法書士法人 瀬川事務所 

2014 年 4 月 8 日 

野田和秀さん ㈱野田商店 

1964 年 4 月 

影浦宏樹さん 影浦社会保険労務士事務所 

2015 年 4 月 

平前有史さん ㈲シンエイ空調 

2002 年 4 月 1 日 

野村俊明さん セラ美装㈲ 

1990 年 4 月 1 日 

佐藤 満さん ㈱山陽給食センター 

1967 年 4 月 

大西脩冊さん ㈱ロポロデザインクリエーション 

2015 年 4 月 28 日 



＜申告スマイル＞ 

平井 啓博 会長 

一つ、IM の御礼 

二つ、花見家族例会の御礼 

三つ、アクティブシニア運転講習 IN 赤坂の御礼 

四つ、東京赤坂 RC・福山赤坂 RC 姉妹縁組１０

周年記念例会への出席の御礼 

五つ、一心ビルでの久しぶりの例会への御礼 

そして、本日の会員卓話、平前会員、テーマ「ト

ライアスロンと私」どうぞ宜しくお願い致します。 

畑 弓子 副会長 

4 月 1 日花見家族例会、4 月 8 日アクティブシ

ニア運転講習 IN 赤坂、委員会の皆様ご準備お疲

れ様でした。 

花見例会もとても楽しく参加させていただきま

した。アクティブシニア運転講習も花見例会もご

参加された方々にも満足していただけたのではな

いかと思います。4 月 14 日の東京赤坂 RC 様と

の姉妹縁組 10 周年記念例会もとても素晴らしい

例会でした。本日のプログラム平前有史さん、よ

ろしくお願いいたします。 

松浦 宏次 幹事 

先週の東京赤坂 RC・福山赤坂 RC 姉妹縁組 10

周年記念合同例会に」多数のメンバーに参加して

いただきありがとうございました。お陰様で、両

クラブの親睦が深まったと思います。また、来年

度には、両クラブ合同でゴルフ大会をする企画も

上がっておりますので、ますます、交流が深まる

ことを期待しております。本日のプログラム平前

会員による卓話。楽しみにしておりますので宜し

くお願い致します。 

谷口 宏樹 パスト会長 

東京赤坂 RC との合同例会に参加された方、

大変お疲れさまでした。楽しい時間をありがと

うございました。それはそうと、我らが広島東

洋カープすごくないですか？連勝が続くように

スマイルします。 

今川 忠男 パスト会長 

東京赤坂 RC・福山赤坂 RC 姉妹縁組 10 周年

団長徳永さん、副団長石井さん、お疲れさまで

した。とても楽しい時間が過ごせました。あり

がとうございました。また、この度、建築業界

学術誌に今川忠男の作品が選出されました。10

年前であれば教授の道もありましたが、引き続

き精進していきます。 

清水 朗弘 会員 

3 月 25 日の IM で、事例発表「公共イメージ

について」を発表させていただきました。大変

貴重な経験をさせていただき、ありがとうござ

いました。謝礼を頂きましたので、スマイルさ

せていただきます。 

梅西 大輔 会員 

今年もアクティブシニア運転講習を無事開催

する事が出来ました。ご協力頂きました皆様、

本当にありがとうございました。 

熊田 祐介 会員 

当ホテル地下１階バーシャトレーヌが 4 月から

営業を再開致しました。皆様のご利用をお待ちし

ております。 

辰巳 彰英 会員 

本日は午後から出張の為、欠席させて頂きま

す。先日、因島にて行われた花見家族例会に多

数のご参加を下さり、ご協力ありがとうござい

ました。至らぬ点があったかも知れませんが、

皆さまにご協力して頂いたおかげで、大成功の

花見家族例会だったのではなかったかと思いま

す。楽しい時間を本当にありがとうございまし

た。 

麦谷 恒雄 パスト会長 

所用の為結成させていただきます。誠に申し

訳ございません。 

原 隆之 パスト会長 

所用の為結成させていただきます。誠に申し

訳ございません。 

馬場 正人 会員 

所用の為結成させていただきます。誠に申し

訳ございません。 

 

 

 

 



●プログラム 

会員卓話 平前 有史 会員 

テーマ「トライアスロンと私」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪次ページに職業奉仕タイムの原稿掲載≫ 

※ 次回例会 2022-2023 年度 

4 月 25 日（火） 休会 

5 月 9 日（火） 12：30～  一心ビル例会場 

会員卓話：萩原 健二さん 



『職業奉仕タイム』原稿 

 

「私の職業奉仕」 佐々木翔陽 

 

鈴明山 浄泉坊という浄土真宗本願寺派のお寺で住職を務めさせていただいております、佐々木と申

します。この度、職業奉仕について私が意識していることについてお話させていただきます。 

 

お寺は通夜、葬儀、御法事などのイメージが皆さん強いと思いますが個別でお宅を訪問してお参りす

る事ももちろんあります。様々な御家庭の状況があるのですが高齢者のお 1 人暮らしの方も多くおられ、

中には認知症を患っていらっしゃる方もおられます。そういった方はお参りが終わって、私が御布施を

お預かりしてカバンにしまうと御病気の影響もあり御布施を渡された事を忘れられて、また私に御布施

を渡されようとされることがあります。 

 

そのような場面になりますと私は迷わず遠方におられるお子さんの連絡先をお聞きして御両親がその

ような状況にあるとお話させていただいております。若い世代の方は、お仕事、子育てなどが大変お忙

しく仏教行事にはほとんど関わられない、且つ、ほとんどの方は親が元気で当たり前、いて当たり前な

ので、ついつい親子間であってもコミュニケーションをおろそかにしがちになっておられます。そして

気づかぬうちに親御さんが判断能力を著しく落とされている場合があり、そうなると予期せぬ事故・犯

罪などに巻き込まれる可能性も出てくる事があるのでそういった事を少しでも防ぐためにお子さんや近

しい方へ連絡を取らせていただく事があります。 

 

昔は町内会の行事やお寺ですと通夜・葬儀・御法事などで家族・親戚・御近所の方が集まる機会が多

く人間同士のコミュニケーションも活発だった御家庭も多かったそうなのですが時代と共に便利さと合

理性が求められる世の中になっていき、そこにコロナ禍が重なってしまいだいぶコミュニケーションが

分断される御家庭が増えてきているように思います。何年も前から問題になっている振り込め詐欺の犯

罪や昨今、問題になっている悪質なカルト教団なども結局はそういった一般の御家庭のコミュニケーシ

ョン不足の所を狙ってきているように思います。 

 

便利さや合理性を求める時代の流れは当然の事と思うのですが、ふと気づけばその中で失われつつあ

る人間同士のコミュニケーションの大事さを改めて１軒１軒御門徒さんへお伝えしていく、その事が私

にとっての職業奉仕なのかなとこの時間を通して教えていただきました。こういった機会をいただいた

事に感謝申し上げて私の職業奉仕の時間とさせていただきます。 


